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広がるWeb API の活用
─マッシュアップの幅広い可能性─
　「マッシュアップ mashup」と呼ばれるソフトウエア開発技法が普及しつつある。この
流れは、Google Maps のような大手情報プロバイダーが提供する情報サービスを個人の
ブログなどで利用することを契機に普及が拡大し、「エンタープライズ・マッシュアップ」
と呼ばれるような企業情報システムでの利用も始まっている。この技術は、Web API
（Application Programming Interface）を利用して複数の情報源から提供されるデータの
連携を図るものである。
　こうしたデータ連携、サービス連携の技法が登場したことによって、ソフトウエア開
発およびソフトウエアに基づくサービス提供の形態は今後大きく変化する可能性がある。
なぜならば、利用者は特に詳細なソフトウエア開発の知識がなくとも、Web 上で利用で
きる既存のソフトウエア部品を組み合わせることによって、利用者自身にとって便利な
機能を短期間に容易に開発し、公開することができるからである。マッシュアップによっ
て新たな情報サービスを提供する機能を構築することは、下図の真ん中の領域における
情報サービスの潜在的ニーズに対応できる可能性があるといわれている。
　この技術を新しいサービスの創出に結びつけるためには、既存のデータベースを幅広
い利用に供するために Web 上に再利用できる Web API 形式で公開することが求められ
ている。さらに、データの連携が有効に機能するためには、その領域で共通に利用する
連携のルールが必要となる。マッシュアップを利用するという状況では、具体的には、
XML スキーマの定義に反映される。そこで、公開情報に関する規制緩和などの施策に加
えて、業界団体などのデータ連携およびサービス連携の試みに対する支援策などが有効
であろう。その際、スキーマの開発や利用の過程がオープンであることがこの分野の技
術革新にとって重要である。???????????? ᖱႎ䉰䊷䊎䉴䈱⒳೎ᖱႎ䉲䉴䊁䊛䈱ኻᔕ▸࿐ Web API 䈫䊙䉾䉲䊠䉝䉾䊒䈏᦭ല䈫⠨䈋䉌䉏䉎㗔ၞ
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1   マッシュアップとはなにか
科学技術動向研究
広がる Web API の活用
─マッシュアップの幅広い可能性─
藤井　章博
客員研究官
1─1
マッシュアップの登場
　現在、Google や Amazon など大
手の商用サイトは、自社の提供す
る情報サービス、例えば Google
マップ のような地図データベース
の情報、Web API（Application Pro-
gramming Interface）という形式で
利用者に提供している。利用者は、
そのような情報をブログなどの自
分自身の情報提供サイト上で、ほ
かの情報と組み合わせて利用する
ことができる。さらに、独自のア
プリケーションを比較的容易に開
発し、付加価値のある新しい情報
サービスを提供できるようになっ
ている 18）。
　このような Web API を組み合
わせるソフトウエア開発の技法を
「マッシュアップ（mashup）」と呼
ぶ。5、6）ここ数年その利用が IT 分
野の話題となっている。その背景
には、SNS（Social NetWork Ser-
vice）などのブログを活用するサイ
トで Google マップなど大手プロバ
イダーの提供する Web API の個
人利用が急速にひろまったことが
挙げられる 8、16）。
　「マッシュアップ」は、元来は音
楽の世界でディスクジョッキーが
複数の録音を上手に繋げて一つの
楽曲のようにしたり、既存の曲に
別の曲を重ねて新たな楽曲を創造
したりするテクニックを指した用
語である。これが転じて、情報技
術の世界では、複数のアプリケー
ションを組み合わせる行為をこの
ように呼んでいる。
　この言葉は、Yahoo がユーザ向
けマッシュアップ用ツールである
Pipes を 2007 年に発表したことを
契機に、ソフトウエア開発の分野
で注目を集めている。現在、個人
ユーザの Web API の利用拡大を
背景にして、マッシュアップによ
るデータ連携機能を利用してビジ
ネスアプリケーションを構築する
動きが着実に進行している。
　特に、この技法を企業における
情報システムやビジネスアプリ
ケーションに適用させることを「エ
ンタープライズ・マッシュアップ」
と呼ぶ場合がある。こうしたデー
タ連携の登場よって、ソフトウエ
ア開発およびソフトウエアに基づ
くサービス提供の形態は今後大き
く変化し、利用者の側からも新し
いビジネスアプリケーションが多
数登場してくる可能性がある。な
ぜならば、マッシュアップを用い
ることで、利用者は特に高度なソ
フトウエア開発の知識がなくとも、
Web 上で利用できる既存のソフト
ウエア部品を組み合わせることに
よって、利用者自身にとって便利
な機能を短期間に容易に開発し、
公開することができるようになっ
たからである 18）。
1─2
マッシュアップの例
　こうした可能性を語るわかりや
すい例として、ネット上で宅配ピ
ザの店を開設するという話を紹介
する 2）。ピザ窯のある小さなピザ
店があるとしよう。その店は、味
の評判はいいが、家族だけでやっ
ているので配達ができない。ＦＡ
Ｘ等の手段で時間を指定して注文
してもらえれば、その時間に合わ
せて、おいしいピザを焼くことは
できる。しかし、配達はできない。
　一方、別の人物が、インターネッ
ト上で仮想のピザ店を開くことを
着想する。仮想ピザ店を開設する
ために必要な機能は、「ピザの注文
を受けて指定された時刻にピザを
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2   Web API によるデータ連携
2─1
インターネット上での 
Web API の公開
　マッシュアップで提供される
サービスは、概ね情報資源と対応
する Web API から構成される。ま
ず、利用環境の大前提として、イ
ンターネットを介して Web により
情報の授受が行える一般的な情報
処理環境を想定している。これら
の要素技術を順に説明する。
　情報資源とは、データベースに
蓄積されたコンテンツやデータで
ある。Web API によって提供され
る情報サービスの中身情報コンテ
ンツやデータ、または何らかの情
報処理アプリケーション機能（例え
ば情報検索など）がこれにあたる。
これらの資源はインターネットを
介して提供されることを前提とし
ている。例えば、大規模な地図の
画像データがこれに対応する。
　Web API とは、こうした情報資
源をネットワークを介して利用す
るためのインタフェース機能を提供
するものである。その情報は、基
本的には、XML（eXtensible Mark─
up Language）と 呼 ば れ る 言 語 に
よって記述されている。この表現
形式を用いることで、処理に必要
な入出力をネットワーク上で流通
できるテキスト形式の文字で扱い、
タグと呼ばれる機能で情報資源の
源となるデータの構造を表現する。
情報の流通は、こうした枠組みに
より柔軟に実現できる。図表 1 の
例では、仮想的なピザ店をマッシュ
アップによって実現した。図表 2
焼くこと」に加えて、「宅配サービ
ス」、「決済サービス」などである。
宅配や決済のサービスは、宅配事業
者や金融業者によって提供されて
いる。したがって、「ネット上で客
の注文を受け付けること」「ピザ窯
を持つ店にピザを発注すること」「宅
配業者に出来上がりの時間にピッ
クアップを依頼すること」「注文主
に配送されること」「決済を行うこ
と」はインターネットを介したデー
タの「要求」と「応答」の形式だけで実
現できる。もちろん、「応答」の背後
には、具体的にピザを焼くという作
業が行われる必要がある。そこで、
この部分は、前述の評判は良いけれ
ど配達できないピザ店に実際の
サービスを依頼する。
　彼はこれらの「要求」と「応答」を
組み合わせた新しいサイトをオー
プンすることにより、従来のピザ
店に「遠くまで配達できる」という
付加価値をつけた、新しいネット
上のピザ店を経営することができ
る。すなわち、新たに開設される
ネット上の仮想ピザ店は、データ
の連携を操作するだけで、より広
い範囲に住む人々に既存のピザ店
のおいしいピザを販売することが
できることになる。このようなサー
ビスの提供方法を模式的に表現し
たのが、図表 1 である。
　以前のインターネットの利用で
は、これら複数の「要求」と「応答」
を、ユーザが手順を追って行う必
要があった。ところが、後述する
Web API（Application Program-
ming Interface）を利用すれば、こ
の手順は、コンピュータソフトが
自動的に実行してくれるようにな
る。このように異なる主体が提供
する情報サービス（その背景にはそ
れぞれの提供する実際のサービス
が控えている）の基となるデータの
連携をコンピュータのプログラム
のみで実施する技術が Web API
を利用したデータ連携である。本
稿では、これ以後、「マッシュアッ
プ」を、このように Web API を利
用したデータ連携により何らかの
情報サービスを提供するという意
味で用いる。
図表 1　マッシュアップによる仮想ピザ店
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にこの例における、ピザの予約時
に利用される XML 文書例を表し
ている。一定の書式で『ピザの種別』
『配達時間』『注文主の氏名』『住所』
等が記載されている。XML では、
これらの項目は、<PizzaName> な
どのタグで指定されている。XML
によって、情報流通を行うために
は、こうしたタグの意味を共通に
規定する文書として、「XML スキー
マ」と呼ばれる文書を別に用意し共
有しなければならない。
　仮想的なピザ店から、『ピザの種
別』と『配達時間』すなわちピザを焼
くタイミングは窯を持つ現実のピ
ザ店に伝えられ、宅配業者には『配
達時間』『住所』が伝えられる。
XML スキーマによって定義された
一連のタグによって構造化された
価格や配送先などの情報は、それ
ぞれ必要な別の Web API に引き
渡される。これらの Web API は、
インターネットに接続された別の
コンピュータの異なるプログラム
に情報を送る。それらが、タグに
囲まれた情報を解析し、配送や決
済処理など必要な処理を実行する。
このとき、複数の企業体（この場合
は、ピザを焼く店、宅配業者、決
済業者）が、この例で語るような
サービス連携を行うためには、仮
想的なピザ店実現のための XML
スキーマを共同で運用する必要が
ある。
2─2
マッシュアップツールと 
開発事例
　複数の Web API を利用してマッ
シュアップを行う場合、複数の
Web API を組み合わせるソフトウ
エア開発環境が必要である。
　例えば、Google は、「Google Web 
Toolkit」と呼ばれる開発環境を一般
の利用者に提供している。こうし
た開発環境としては、Pipes（Yahoo! 
Inc .）、Mashup Center（IBM 
Corp.）、RoofTop（SAP AG）な ど
が存在する。日本国内では、（株）
NTT データが提供する Intramart
が同様の機能を提供している 10）。
これらの開発環境は、グラフィカ
ルな操作画面を備え、Web API な
どを介して提供される情報資源の
組み合わせを容易としている。
　図表 3 は、筆者らがこうしたツー
ルを利用して試験的に作成した
Web サイトの例である。独自に各
地の海岸線における潮汐情報を計
算し、そのデータを Web API を
通じて公開するとともに、Google
マップが提供する地図情報のデー
タとマッシュアップを行っている。
このサイトでは、地図サービスの
情報と別のプロバイダーが提供す
る天気予報の情報もマッシュアッ
プして表示している。このサイト
は、Google の提供するクラウドコ
ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 で あ る 
Google App Engine 上で公開して
図表 2　仮想ピザ店の注文票のXML表記
科学技術動向研究センターにて作成
注文するピザの種別
（ピザ店）
価格（決済情報）
配送先（宅配業者）
図表 3　マッシュアップ事例　（潮汐情報と地図情報）
Google マップを利用し、コンピュータシステム開発（株）にて作成
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いる。
　そのほかの類似事例としては、
実際に起こっている環境問題の記
事やコメントを収集する API と、
その地域の地図情報を獲得する
API を組み合わせて、環境問題に
関する情報提供を行うサイトもあ
る。また、地図情報と気象データ
を組み合わせて独自の地域気象情
報サービスを提供したり、経路検
索の結果を表示する情報提供機能
と旅行代理店の提供する宿泊施設
の情報を組み合わせて、ビジネス
マンの出張を支援するサイトなど、
多くの興味深い事例が登場してい
る。
　大学の情報関連学部で習得する
レベルのプログラミングの経験が
あれば、こうしたツールを利用し
てマッシュアップを行い、新しい
サービスを公開することはさほど
困難なことではない。このことは、
すでに多くの人々がユーザレベル
でニーズに即したシステムを比較
的に容易に構築し、公開できると
いうことを意味している 6）。
2─3
Web API 発展の背景
　「マッシュアップ」のような技法
が登場したのは、インターネット
を介した Web 上での API による
データ連携という方法が、技術的
に成熟してきた結果である。そこ
で、マッシュアップが登場するま
でのソフトウエア工学の歴史的進
展を、データやアプリケーション
の連携という観点から簡単に振り
返る。
2-3-1　 分散オブジェクト指向
技術の寄与
　マッシュアップを支える重要な
要素技術の一つが Web API の進
展である。この技術の成熟には、「分
散オブジェクト指向技術」と呼ばれ
るソフトウエア工学技術の進化が
寄与している。まず「オブジェクト
指向」というソフトウエアの設計開
発技法が 1960 年代に提唱され、そ
れによって、ソフトウエアの部品
化という考え方が定着した。さら
に、このオブジェクト指向に加え
て、ネットワーク上での利用を意
図した言語が提唱された。1980 年
代に登場した Java 言語はその代表
である。1990 年代に入ると、イン
ターネットを利用した情報公開方
法が急速に発達普及し、ネットワー
クを介して情報資源を共有するイ
ンターネットが一般社会に登場す
る。「ネットワークを意識したソフ
トウエアの部品化」という考え方に
基づいて、「分散オブジェクト指向」
というソフトウエア開発の技法が
提唱された。1989 年には、オブジェ
クト指向技術を標準化して普及を
進 め る た め、OMG（Object Man-
agement Group）と呼ばれる世界規
模の業界団体が設立され、分散オ
ブジェクトを相互利用するための
環 境 と し て CORBA（Common 
Object Request Broker Architec-
ture）と呼ばれる仕様の策定をおこ
なった。CORBA は、ネットワー
ク上に分散するソフトウエアの部
品を結合してソフトウエアを開発
するという設計技法である。
　このように、ソフトウエアの部
品化という考え方およびネット
ワークを介在させたソフトウエア
という二つの基本的な概念は、
1990 年代に確立したと言える。
2-3-2　 Webサービス関連技
術の寄与
　「分散オブジェクト指向技術」は、
その概念が登場したときには、大
変大きな期待を集めていた。しか
し、開発工程の複雑さ、コンピュー
タの処理速度の問題などから 1990
年代には一般的に幅広く利用され
るには至らなかった。その最大の
理由は、CORBA ではオブジェク
ト同士の通信のために、独自の通
信手段を実装しなければならない
という問題があった。
　これに対して、インターネット
の世界で幅広く利用されている通
信方式を利用しようという動きが
2000 年ごろから始まった。W3C
（World Wide Web Consortium）と
呼 ば れ る 標 準 化 団 体 に よ っ て
SOAP（Simple Object Access Pro-
tocol）と呼ばれる仕様が策定され
た。SOAP は、Web を利用する環
境における一般的な通信手段であ
る HTTP（Hypertext Transfer 
Protocol）を利用しているため、分
散オブジェクト間で独自の通信手
段を実装する必要がない。SOAP
は、W3C によって、「Web サービス」
と呼ばれる技術分野における中核
的な仕様として規定された。この
Web サービスに関する仕様の体系
が発達したことが、Web API の利
用環境を充実させていった。マッ
シュアップを実現するためには、
Web API の間で相互に情報交換が
行われる必要がある。さらに、こ
うした Web API によるデータ連
携では、「Web サービス」で既定さ
れているマシン対マシンの対話に
よる相互運用の機能が必要である。
Web API 間での情報交換にこの
SOAP を採用したことによって、
より柔軟な形でソフトウエア同士
の連携が図れるようなった。この
ことが、マッシュアップのような
利用形態の促進につながったと言
える。すなわち、アプリケーショ
ンソフトウエアの部品化とその
ネットワークを介した利用、とい
う二つの観点がより成熟し、一般
の利用者の手の届くところまで達
したと言える。
2─4
マッシュアップと他の 
Web2.0 関連技術との関係
　本節では、マッシュアップの概
広がるWeb APIの活用
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念をほかの情報通信分野の技術用
語との関係で捉えてみたい。マッ
シュアップは、Web2.0 関連技術の
一つとして認識されている。Web2.0
とは、2000 年代中期以降における
ウェブの新しい利用法である。フ
リー百科事典「ウィキペディア
（Wikipedia）」に よ る と、 こ の
「Web2.0」という概念は、次のよう
に説明されている。
「ティム・オライリーによって提
唱された概念。狭義には、旧来
は情報の送り手と受け手が固定
され送り手から受け手への一方
的な流れであった状態が、送り
手と受け手が流動化し誰でもが
ウェブを通して情報を発信でき
るように変化したWebの利用状
態のこと」
　そこで、以下では SOA、SaaS、
Web サービスなど Web2.0 に関連
する技術用語と「マッシュアップ」
の関係について概説し、マッシュ
アップを中心とする Web API の
利用動向を理解するための一助と
する。
2-4-1　 新しい設計思想におけ
るマッシュアップの位
置づけ
　マッシュアップは、情報システ
ムの構築にて新しい設計思想を実
現するための具体的な方策の一つ
と言える。近年、サービスを共有
するための情報システムにおいて、
SOA（Service ─ Oriented Architec-
ture）と呼ばれる設計思想が注目さ
れている。SOA とは、「サービス
という単位に基づいたソフトウエ
アの基本構造」である。ユーザーは、
基本的に、ソフトウエアの提供す
る サ ー ビ ス を Web な ど の コ ン
ピュータ上のインタフェースを利
用して享受する。SOA における重
要なポイントは、サービスを「利用
する」主体が、必ずしも人間である
必要はないということである。イ
ンターネットを介した異なるコン
ピュータが Web などの一般的なイ
ンタフェースを介して、ほかのコ
ンピュータのサービスを利用する
場合もあり、先に述べた「分散コン
ピューティング」の形態そのもので
ある。つまり、SOA とは、この分
散コンピューティングをサービス
という観点から定義している。
SOA を実現するためには柔軟な
データ連携は不可欠であり、マッ
シュアップは、SOA というソフト
ウエアの設計思想を具体化する技
法の一つである。ただし、マッシュ
アップは SOA を支援する一つの主
要な技法と言えるが、必ずしも
SOA そのものを意味しているわけ
ではない。
2-4-2　 マッシュアップとソフ
トウエア配布方式との
関係
　ソフトウエアシステムを構築す
る 際 に、SOA と 並 ん で、「SaaS
（SoftWare as a Service）」と呼ばれ
る考え方も注目されている。これ
は、従来パッケージソフトなどで
提供されてきた機能をインター
ネットとブラウザを通じ、サービ
スとして提供する、というソフト
ウエアの配布方式である。利用者
は、ソフトウエアのライセンスを
買い取るのではなく、利用高に応
じてあるいは月額等の一定期間毎
に、料金を支払う。SaaS を採用す
ることの利点は、情報システムを
柔軟に構成することができ、時流
に応じた変更を俊敏に行えるとい
う点にある。SaaS の考え方は、前
節で説明した SOA という設計思想
に基づいて、利用者の利便性の観
点からソフトウェアを提供する方
法と位置づけられる。したがって、
企業情報システムの中で特にオ
フィス用の文書や帳票処理機能を
SaaS によって支援するという形態
をとり始めた企業が多い。
　Web API は、SaaS のような環
境を実現するための情報資源のイ
ンタフェースとして必要不可欠で
ある。逆に言えば、SaaS にもとづ
いたソフトウエアシステムでは、
マッシュアップに利用できるよう
な Web API が充実した環境が構
築されるということである。必ず
しも、それらはマッシュアップと
いう形で組み合わせる必要はない
が、SaaS によるソフトウエア提供
という形態が今後世の中に浸透し
ていけば、それに応じてマッシュ
アップに利用できるような情報
サービスの素材が充実していくこ
とになる。すなわち、マッシュアッ
プは、SaaS 環境を構築しようとす
るベンダーや企業内情報システム
を提供する情報システム部門が、
有効なアプリケーションを生み出
すために利用する技法の一つであ
る。
　例えば、現在、経済産業省が主
導する形で、J─SaaS というプラッ
トフォームが構築されている。既
存あるいは新規のソフトウエアが
この上で利用できる。これまでに
提供されているサービスとしては、
既存のパッケージが形を変えただ
けのものがほとんどであるが、今
後は積極的なマッシュアップを指
向するような Web API の登場も
期待されている 12）。
2-4-3　 マッシュアップとWeb
サービスとの関係
　2-3-2 でも述べたが、Web API と
して、情報サービスを提供すると
いう形態は、「Web サービス」と呼
ばれる技術体系の中で規格化され
成熟してきた。この体系は、米国
ボ ス ト ン 市 に 本 拠 を 置 く W3C
（World Wide Web Consortium）と
呼ばれる団体が標準化を行ってい
る 1、9）。Web サービスの体系では、
システムの機能は、階層化されて
定義されている。そのなかで、特
にマッシュアップにとって重要な
のは、インターネット上で標準的
に利用されている HTTP（Hyper 
Text Transfer Protocol）を 利 用 し
て、Web API の間で XML 文書を
交換するための標準的な通信プロ
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トコル SOAP を規定している点で
ある。SOAP の登場によって XML
文書に関する通信を行う技術が進
展したことは、Web API を利用し
たデータ連携の技術の進展につな
がった。
3   マッシュアップ研究開発の動向
3─1
ビジネス・ソフトウエアに 
おける開発動向
　ビジネス・ソフトウエアとして
のマッシュアップに関する動向と
しては、まず、Web API の利用が
一般ユーザに急速に浸透しつつあ
る。提供される Web API の種別
も増大し、それらを活用する環境
が成熟してきた。 よって、すでに
実践的なソフトウエア開発の技法
として、ある程度の地位を確立し
ている。一方、多くの人に利用さ
れているのは、主に大手の Google
などインターネットサービスプロ
バイダーが提供する Web API で
ある。これによって、多くのマッ
シュアップサイトが利用者によっ
て構築されている。
　こうしたマッシュアップの開発
事例として、米国のマッシュアッ
プポータルサイトである program-
mableWeb.com による調査結果を
示す。同サイトでは、利用者が独
自に開発した API や既存の API を
組み合わせたマッシュアップサイ
トを登録するサイトである。マッ
シュアップサイトには、ここから
リンクが張られている 11）。 ここに
登録されているマッシュアップに
よって構築され公開されている
サービスの数は、2009 年初頭に約
3600 であったものが 12 月末現在
で 4500 件を超えるまでに増加して
いる。 
　図表 4 は、こうした多くのユー
ザが開発したマッシュアップ事例
の内訳である。どんな Web API を
利用して構築されているかを調べ
たものである。多くは Google や
amazon などの企業サイトによって
公開されている API を利用してい
る。Google マップの利用が約半数
を占め、それに flickr、YouTube、
amazon、twitter などが続く。今後、
ビジネス分野において、大手以外
の提供する Web API の利用も拡
大するかどうかが、注目される。
　次に、マッシュアップによる具
体的なサービスの事例を挙げる。
まず、ワンストップの行政サービ
スの実現を目指し、電子申請シス
テムを統合しようとする開発事例
がある。異なる行政機関による申
請サービスをマッシュアップに
よって統合するためのものである 13）。
　また、機械部品のカタログ情報
を提供する例もある。多種多様な
機械部品は、その流通段階で膨大
な量の商品カタログが主に印刷物
として製作されている。製品情報
の提供が Web API で行えれば、用
途の異なる様々なカタログを共通
の商品データベースから参照でき
る 16）。そのほか、日本語で利用で
きるサイトでも様々なサービスが
登場している 17）。
3─2
マッシュアップに関する 
研究開発
3-2-1　国際学会の発表例
　マッシュアップに関する研究開
発の報告は、2005 年頃から始まっ
た。例えば最近の関連する国際学
会発表の例としては、文献 19）、
20）などで、マッシュアップを利用
して柔軟にビジネスソフトを構築
する際の設計思想が論じられてい
る。
　また、マッシュアップを支援す
るソフトウエア開発ツール等の研
究例もある。例えば、文献 21）は、
多くの Web API が活用できる環
境を想定し、営業部門の要員など
プログラミングスキルの高くない
ビジネスパーソンがマッシュアッ
プによってアプリケーションを構
成する場合のコンピュータによる
開発支援システムに関して論じて
いる。
図表 4　 マッシュアップの種別
参考文献11）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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3-2-2　 日本国内の研究開発 
事例
　日本国内における関連する研究
事例をいくつか紹介する。マッシュ
アップの開発には、オブジェクト
指向というソフトウエア開発の技
法に加えて、「アスペクト指向」と
いう観点を導入することが、生産
性を高めるのに有効であるとされ
ており、そのような視点を導入し
た開発環境の提案などがされてい
る 14）。
　また、マッシュアップは、プロ
グラミングのスキルが高くなくて
も、自分に必要な機能を構築でき
る点に特長がある。現時点では、
実際のサービスの開発のためには、
マッシュアップによるソフトウエ
ア構築に必要とされる専門的知識
と開発用のツールを使いこなさな
ければならない。このため、より
簡潔なマッシュアップ開発技法の
開発や、マッシュアップに際して
コーディングが簡潔になるような
モジュール化の技法の提案などが
行われている 15）。
3-2-3　 EUの研究プロジェクト
　欧州における研究開発の事例も
紹介する。「SecSE （Service Cen-
tric Software Engineering）」 は、
2004 年から 2008 年まで 4 年間実
施された EU の研究プロジェクト
であり、サービスを中心にアプリ
ケーションを開発し、利用するた
めの有効な方法やツールなどを開
発することを目的として実施され
た。本プロジェクトは、全体で
1520 万ユーロ（約 19 億 8 千万円）
の規模であり、その内 920 万ユー
ロ（約 12 億円）は、欧州委員会から
の支出に拠っている 2）。
　また、2008 年 3 月からは、FP7
のもとで、FAST と呼ばれる後継
プロジェクトが実施されており、
2011 年 3 月末まで実施される。そ
の予算規模は、全体では 550 万ユー
ロ（約7億2千万円）で、内350万ユー
ロは FP7 からの資金である 22）。 
　ここに挙げた欧州のプロジェク
トは、単なる Web API の活用と
いうばかりではなく、より広範囲
に、複数企業のサービス連携を目
指すプラットフォームを構築する
という試みである。今後のソフト
ウエア開発の方向性を「サービス」
という観点で捉えて、ソフトウエ
ア開発に必要なよりよい技法の開
発を目指しており、ソフトウエア
の「マッシュアップ」が含まれてい
る。
4    エンタープライズ・マッシュアップに関する今後の動向
4─1
マッシュアップの有効領域
　マッシュアップは、特に企業情
報システムにおける柔軟な情報
サービスの構築という観点から期
待されており、「エンタープライズ・
マッシュアップ」という用語で語ら
れている。以下では、Web マッシュ
アップの可能性を、特に企業情報
システムの観点から考察する。
　企業における情報システムの観
点から、マッシュアップの有効性
は次のように説明される。情報提
供サービスに関するニーズを図表
5 のように表現する。横軸に、必
要な情報サービスの候補を羅列し、
縦軸にそれぞれのサービスに対す
る潜在的な利用を取る。そのよう
な情報サービスのニーズは、指数
関数で近似できるような、長い尾
を持つ。実際には、そのような潜
在的ニーズは計測しにくいため、
連続的な曲線が描けるわけではな
いので、図表 5 は、あくまで概念
図である。
　一般に、企業組織においてシス
テムとして提供される情報サービ
スは、利用者数が多く、利用頻度
の高いものとなる。これは、図で
は最も左側の領域にあたる。一方、
マッシュアップによって新たな情
報サービスを提供する機能を構築
することは、図の真ん中の領域に
おける情報サービスの潜在的ニー
ズに対応できる可能性があると言
われている。Web API とマッシュ
図表 5　Web API とマッシュアップの有効領域
参考文献23）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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アップに代表される昨今の Web 技
術は、組織内の情報サービス提供
への対応の範囲を、比較的に安価
に拡大する可能性を持っていると
考えられる。
4─2
企業情報システムにおける 
サービスの供給と提供
　図表 6 は、企業情報システムに
おけるマッシュアップ利用の可能
性を、サービスの供給と提供とい
う観点から、4 つの領域に分けた
ものである。以下では、文献 6）で
述べられている内容を参考に、マッ
シュアップの企業内での利用の可
能性について考察する。
領域1：外部サービスの社外（顧
客）への提供
既存のサービスが SaaS 基盤など
を通じて Web API 等によって
提供されている状況を前提にし
て、企業が、何らかの付加価値
のある情報を付加して外部に提
供するという事業の領域である。
領域2：内部サービスの社外へ
の提供
ある企業内で有効な情報サービ
スを外部に提供する場合。イン
ターネットを利用した関連企業
への情報公開など試みはすでに
実践的に行われている。具体的
には、例えば自社取扱商品の在
庫情報の外部取引先企業への提
供などが考えられる。今後、こ
うした情報提供がマッシュアッ
プ可能な Web API として提供
される場合が増える可能性があ
る。
領域3：内部サービスの社内へ
の提供
例えば、自社製品に関する技術
情報を営業部門の人員に効率的
に伝えるようなシステムの場合
を指す。実際に、エンタープラ
イズ・マッシュアップを標榜す
る新興の情報ベンダーは、すで
にそのようなシステムの提案を
始めている。
領域4：外部サービスの社内へ
の提供
利用できる Web API などの外
部資源が豊富に提供されるよう
な環境が実現されるとすれば、
企業内の情報サービスを充実さ
せるために、Web API 等の形式
で提供されるような外部資源の
活用が進む。
　これらの分類の中で、特に領域 1、
と領域 4 の利用が拡大する可能性が
あると言われている。このような
ニーズが高まっている背景には次
のような要因がある。まず、企業内
の既存の IT リソースを柔軟に有効
活用したいというニーズは高い。企
業は、さまざまな目的で RDB（リ
レーショナルデータベース）などに
情報を蓄積している。具体的には、
顧客情報・製品情報・売買履歴など
である。こうした情報は、Web 
API によって内部からのアクセス
が容易であり、マッシュアップなど
によって新しい情報活用の可能性
がある。
　一方、インターネット上に公開さ
れる情報サービスを、企業内で利用
するという形態も、今後はより拡大
するであろうと予測される。イン
ターネット上には、企業活動にとっ
ても魅力的なサービスが存在する。
それらを積極的に取り込みたいと
いうニーズは高いからである。また、
個人・部門別に蓄積されている情報
が、他者にとっても有意義なもので
あれば、それらを幅広い利用者に向
けて提供するという活用の道も開
けてくる。企業情報システムの運用
によって提供される情報サービス
のほかに、業務の遂行には企業内の
個人や一部門内で限定的に利用さ
れるデータベースも存在する。それ
らの存在を公開することで、社内に
おける新たな活用の可能性がある。
　データ連携にしても、サービス連
携にしても、当然のことながら、連
携のためには一定のルールが必要
となる。Web API を利用する場合
は、目的とする対象領域の XML ス
キーマを、連携する関係者で、共通
に規定し運用する必要がある。
図表 6　サービスの供給と提供の関係
参考文献6）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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　本稿では、Web API の活用の広
がりを紹介し、それらを組み合わ
せるマッシュアップと呼ばれる技
法を説明し、昨今のソフトウエア
工学の先進的な動向の一面を述べ
た。
　現在、Web2.0 やクラウドコン
ピューティングと総称される情報
システムの利用形態が進展してお
り、ソフトウエア開発の分野では、
SOA や SaaS と呼ばれる情報シス
テムの設計思想が普及しつつある。
そのような環境において、インター
ネットを介したデータやサービス
の連携が、柔軟に行えるというこ
とは重要である。マッシュアップ
とは、Web API を介してこれを実
現する技術である。この用語その
ものは、一時的な注目を集める IT
分野のキーワードに過ぎないかも
しれない。背景には、Web を介し
て異なる組織が有するデータを有
効に連携させるための枠組みが成
熟してきたという経緯がある。こ
のことは、今後、企業情報システ
ムの開発・運用に関して一つの新
しい潮流になると考えられ、ソフ
トウエア技術の動向を注目するに
値する。今後、マッシュアップの
ような技法がビジネス分野で活用
されるようになると、短期間で廉
価に新しい機能が提供できるとい
う特長が、特に中小企業における
経営効率化に有効であると考えら
れる 6、18）。
　データの連携が何らかの付加価
値を生み出すためには、価値のあ
るデータが蓄積されて、かつ、そ
れが Web API などの形式で利用
できることが必要となる。そこで、
マッシュアップによる新しいサー
ビスの創出の振興施策としては、
個別のビジネス領域において、デー
タの蓄積を促すことがまず必要で
ある。確かにデータベースの構築
は、これまで多種多様な目的で実
施されてきた。さらに、これを新
しいサービスに結びつけるために
は、再利用できる形で公開し、幅
広い利用を促すことが求められる。
　さらに、特定のビジネス領域に
おいてデータの連携が有効に機能
するためには、その領域で共通に
利用する「連携のルール」が必要と
なる。マッシュアップを利用する
という状況では、これは、XML ス
キーマの定義である。例えば、あ
る分野の製品の流通において EDI
（Electronic Data Interchange）を実
施するためには、その製品に関し
て、各社で共同に利用することの
できる XML スキーマの開発が必
要となる。そこで、利用拡大には、
公開情報に関する規制緩和などの
施策に加えて、業界団体などのデー
タ連携およびサービス連携の試み
に対する支援策などが有効であろ
う。その際、スキーマの開発や利
用の過程がオープンであるという
前提がこの分野の技術革新にとっ
て重要である。
5    まとめ
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